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▶
は
じ
め
に

■
医
療
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
地
域
医
療
提
供
体
制
の
最
適
化

■
Ta
bl
ea
u 
Pu
bl
ic
の
紹
介

▶
地

域
の

医
療

需
要

に
つ

い
て

知
る

■
少
子
化
・
高
齢
化
に
よ
る
人
口
の
変
化

■
将
来
の
患
者
数
の
推
計

▶
現

在
の

医
療

提
供

体
制

に
つ

い
て

知
る

■
D
PC
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用

▶
自

院
と

地
域

の
今

後
に

つ
い

て
考

え
る

■
病
院
の
診
療
圏
・
機
能
と
戦
略

医
療

に
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と
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３
つ

の
期

待

ア
ク

セ
ス

費
用

質
費
用
を
か
け
ず
に

高
い
質
の
医
療
を

誰
で
も
、
ど
こ
で
も

病
院
で
局
所
管
理
が
可
能

地
域
と
し
て
の

最
適
化
が
必
要
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地
域

内
の

医
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需
要

他
施

設
の

機
能

自
施

設
の

機
能

→
 地

域
で

の
役

割
と

今
後

の
方

向
性

提
供

体
制
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ウ
イ
ン
ド
ウ
が
開
く

①
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

②
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
選
択

③
画
像
フ
ァ
イ
ル

→
コ
ピ
ー
・
貼
付

ta
bl
ea

u 
pu

bl
ic
：

図
の

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド
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地
域

の
医

療
需

要
に

つ
い

て
知

る

少
子

化
・

高
齢

化
に

よ
る

人
口

の
変

化
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65
-7
4歳

75
歳

以
上

～
20

25
年

：
高

齢
者

医
療

需
要

の
増

加
～

20
40

年
：

働
き

手
世

代
の

縮
小

～
20

60
年

：
総

人
口

の
縮

退
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：

人
口

推
計



kb
is
hi
ka
w
a@
iu
hw
.a
c.
jp

Su
m
m
er
 S
em
in
ar
 2
02
2

：
地
域
医
療
分
析
：
伏
見
班

ht
tp

://
w
w
w
.ip

ss
.g
o.
jp

/p
p-

sh
ic
yo

so
n/

j/s
hi
cy

os
on

18
/t
-p

ag
e.
as

p

9

社
人

研
：

人
口

推
計

kb
is
hi
ka
w
a@
iu
hw
.a
c.
jp

Su
m
m
er
 S
em
in
ar
 2
02
2

：
地
域
医
療
分
析
：
伏
見
班

千
葉

県
：

市
区

町
村

/２
次

医
療

圏

20
14
年
地
図
サ
ン
プ
ル
→
市
区
町
村
-２
次
医
療
圏

ht
tp
s:/
/p
ub
lic
.ta
bl
ea
u.
co
m
/v
ie
w
s/
20
14
_6
0/
-

10

kb
is
hi
ka
w
a@
iu
hw
.a
c.
jp

Su
m
m
er
 S
em
in
ar
 2
02
2

：
地
域
医
療
分
析
：
伏
見
班

千
葉

県
２

次
医

療
圏

別
人

口
推

計

人
口
・
患
者
数
推
計
/簡
易
版
(H
28
/2
01
6)
→
人
口
-医
療
圏
別

ht
tp
s:/
/p
ub
lic
.ta
bl
ea
u.
co
m
/v
ie
w
s/
Es
tP
at
20
16
/-

11

総
人
口

15
歳
未
満

15
-6
4歳

65
歳
以
上

75
歳
以
上
(再
掲
)

社
人
研
将
来
推
計
人
口
(2
01
3年
)

東
日
本
大
震
災
前
の
国
勢
調
査
(2
01
0)
か
ら
の
推
計

高
齢

者
が

６
割

増
加

し
、

減
少

し
な

い

人
口

が
少

な
い

地
域

人
口

が
多

い
地

域

増
加

も
小

さ
く

減
少

に
転

じ
る

千
葉

船
橋

市
川

松
戸

柏

佐
倉

成
田

香
取 旭 銚
子

館
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鴨
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茂
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東
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木
更

津
君

津
市

原
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②
す

べ
て

の
都

道
府

県

総
人

口
の

変
化

(対
20

15
年

)

20
40

年

20
25

年
の

次
に

控
え

る
も

の
：

全
国

①
圏

間
比

較
-総

人
口

・
75

歳
以

上

75
歳

以
上

人
口

の
変

化
(対

20
15

年
)

20
25

年
①

高
齢

者
が

更
に

増
加

②

③
人

口
が

大
き

く
減

少

④
高

齢
者

も
減

少

地
域

差
が

拡
大

す
る

中
で

の
①

医
療

機
能

の
強

化
②

働
き

方
改

革
③

地
域

偏
在

対
策

＋
④

ミ
ニ

マ
ル

な
基

盤
の

維
持

各
圏

域
で

の
20

25
年

ま
で

の
後

期
高

齢
者

入
院

需
要

増
に

対
応

す
る

地
域

医
療

構
想

働
き

手
世

代
が

減
少
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総
人
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の

変
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(対
20

15
年

)
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40

年

20
25

年
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次
に

控
え

る
も

の
：

千
葉

県
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歳

以
上

人
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の
変
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(対
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)
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年

各
圏

域
で

の
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ま
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後
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高
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増
に

対
応
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地
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医
療

構
想

千
葉

千
葉

①
高

齢
者

が
更

に
増

加

②

④
高

齢
者

も
減

少

地
域

差
が

拡
大

す
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中
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の
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機
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働
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方
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革
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偏
在

対
策

＋
④

ミ
ニ

マ
ル

な
基

盤
の

維
持

働
き

手
世

代
が

減
少

高
齢

者
は

微
増

全
体

で
は

１
割

減
少

③
人

口
が

大
き

く
減

少
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将
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査
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厚
労

省
：

患
者

調
査

受
療

率

人
口

の
変

化
と

患
者

数
の

推
計

(入
院

)
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・
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易
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→
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患
者
数
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入
院

受
療

率
を

乗
じ

て
、

将
来

の
患

者
数

を
推

計

人
口

の
変

化

人
口

：
社

人
研

人
口

推
計

(2
01

3)
受

療
率

：
患

者
調

査
(2
01

4)

75
歳

以
上

で
大

き
く

増
加

単
に

病
床

数
を

増
や

す
の

で
は

な
く

病
床

機
能

の
見

直
し

や
地

域
包

括
ケ

ア
で

対
応

入
院

患
者

数

総
数

15
-6

4歳

65
歳

以
上

(再
掲

)7
5歳

以
上

15
歳

未
満
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入
院

患
者

数
の

推
計

人
口
・
患
者
数
推
計
/簡
易
版
(H
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→
入
院
患
者
数
-７
領
域
(2
)
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一
般
病
床
以
外
の
患
者
数
を
含
む

感
染
症
/結
核
/精
神
/療
養
(医
療
お
よ
び
介
護
)
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循
環

器
系

：
脳

卒
中

/心
筋

梗
塞

/高
血

圧
等

+1
4%
(2
03
0)

+5
6%

(2
03

5)
+6

6%
(2
03

5)
+2
8%
(2
03
5)
+3
3%
(2
03
5)
-2
6%
(2
04
0)

+4
7%

(2
03

5)

全
体

で
は

+3
2%

新
生

物
呼

吸
器

系
消

化
器

系
筋

骨
格

系
産

科
損

傷
/中

毒
等
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ん
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)
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一
般
病
床
以
外
の
患
者
数
を
含
む

感
染
症
/結
核
/精
神
/療
養
(医
療
お
よ
び
介
護
)

女
性
が
ん
は
減
少
へ

75
歳
以
上
の
患
者
の
増
加

+2
6%

(2
03

5)
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脳
卒

中
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塞
/心

不
全
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推
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)
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般
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床
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の
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者
数
を
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む

感
染
症
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養
(医
療
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び
介
護
)
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心
不
全
は
+9
4%
、
脳
梗
塞
は
+6
7%

回
復
期
～
慢
性
期
の
比
重
が
大
き
い

心
筋
梗
塞
等
の
増
加
は
最
大
で
約
３
割
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現
在

の
医

療
提

供
体

制
に

つ
い

て
知

る
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和
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年
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公
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れ
て
い
ま
す
。

肺
が

ん
/0

40
04

0
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：
地
域
医
療
分
析
：
伏
見
班

需
要
/線
：
患
者
調
査
(H
26
)×
推
計
人
口

供
給
/面
：
D
PC
調
査
(H
28
)/年
10
例
以
上
の
施
設
の
み

人
口
・
患
者
数
推
計
/簡
易
版
(H
28
/2
01
6)
 →
需
給
-医
療
圏
別

ht
tp
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w
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Es
tP
at
20
16
/-
_5

24

千
葉

船
橋

市
川

松
戸

柏

佐
倉

成
田

香
取 旭 銚
子

館
山

南
房

総
鴨

川

茂
原

東
金

木
更

津
君

津
市

原

圏
域

を
超

え
た

受
診

が
必

要
な

地
域

が
あ

る

余
裕

あ
り
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班

D
PC
調
査
参
加
施
設
(H
28
年
度
)

年
10
例
以
上
の
施
設
の
み

厚
労
省
D
PC
調
査
(H
28
/2
01
6)
 ←
占
有
率
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印
旛
(6
)

地
域
に
２
施
設
(東
金
/旭
/木
更
津
/鴨
川
)

市
原
(3
)

国
内

の
”メ

ガ
セ

ン
タ

ー
”

手
術
あ
り
：
52
例
/月

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

手
術
な
し
：
15
8例
/月

札
幌
南
三
条
病
院

君
津
中
央

千
葉
(1
1)

東
葛
北
部
(1
2)

東
葛
南
部
(1
7)

安
房
以
外
の
需
給
率
は

４
割
未
満

需
給
率
７
割

計
画
的
治
療
に
お
け
る
集
約
化
？

研
究
・
技
術
開
発
に
お
け
る
競
争
力
確
保

手
術
あ
り
：
19
1件
/月
→
 国
が
ん
中
央
４
施
設

手
術
な
し
：
86
8件
/月
→
 国
が
ん
東

７
施
設

急
性

心
筋

梗
塞
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者
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査
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推
計
人
口

供
給
/面
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D
PC
調
査
(H
28
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10
例
以
上
の
施
設
の
み

人
口
・
患
者
数
推
計
/簡
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版
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28
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 →
需
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-医
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千
葉

船
橋

市
川

松
戸

柏

佐
倉

成
田

香
取 旭 銚
子

館
山

南
房

総
鴨

川

茂
原

東
金

木
更

津
君

津
市

原

患
者

が
少

な
い

中
で

の
地

域
完

結

急
性

心
筋

梗
塞
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班

D
PC
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査
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加
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設
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28
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度
)

年
10
例
以
上
の
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設
の
み

厚
労
省
D
PC
調
査
(H
28
/2
01
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 ←
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率
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働
き
手
の
負
荷
を
考
え
た
集
約
化

専
門
医
の
育
成

市
原
(3
)

地
域
支
援
機
能

東
千
葉
M
C

需
要
は
最
大
で

３
割
増
加

小
倉
記
念
病
院

26
例
/月
、
13
床

圏
内
の
半
数

東
葛
南
部
(1
0)

東
葛
北
部
(9
)

印
旛
(4
)

千
葉
(6
)

地
域
完
結
性
が
高
い

地
域
に
１
施
設
(東
金
市
/木
更
津
市
/鴨
川
市
/旭
市
)

地
域
需
給
率

７
割

地
域
需
給
率
６
割

心
不

全
/0

50
13

0
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査
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26
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口

供
給
/面
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査
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28
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例
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上
の
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・
患
者
数
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易
版
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 →
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千
葉

船
橋

市
川

松
戸

柏

佐
倉

成
田

香
取 旭 銚
子

館
山

南
房

総
鴨

川

茂
原

東
金

木
更

津
君

津

→
急
性
期
以
外
の
病
院
/ 施
設
/ 在
宅
を
含
め
た
対
応
体
制

今
後
の
大
幅
な
需
要
増
加

市
原
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送
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域
医
療
分
析
：
伏
見
班

D
PC
調
査
参
加
施
設
(2
01
8-
20
年
度
)

20
18
年
を
基
準
と
し
た
症
例
数
の
変
化

厚
労
省
D
PC
調
査
M
D
C別
集
計
(2
02
0-
18
)→
50
年
度
変
化
/圏
域
内
の
病
院
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02
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18
/5
0
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20
18
年
と
比
較
し
て

20
20
年
は
増
加

↑

20
18
年
と
比
較
し
て

20
19
年
は
増
加

→

20
20
年
は
減
少
↓

←
 2
01
9年
は
減
少

経
年
的
な
変
化
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

医
療

需
給

の
推

計
に

関
す

る
注

意
点
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域
医
療
分
析
：
伏
見
班

30

▶
需
要
：
傷
病
別
・
性
・
年
齢
階
級
別
に
受
療
率
×
人
口
を
積
算

■
受
療
率
に
つ
い
て
の
仮
定

▶
推
計
期
間
を
通
じ
て
一
定
＝
罹
患
率
×
入
院
日
数
の
変
化
を
見
込
ん
で
い
な
い

→
入
院
期
間
の
短
縮
/ 医
療
技
術
の
進
歩
な
ど

■
人
口
の
推
計
方
法

▶
20
10
年
時
点
の
生
存
者
→
死
亡
の
推
計
精
度
は
高
い
一
方
、
人
口
移
動
は
？

▶
20
10
年
以
降
の
出
生
者
→
出
生
率
の
仮
定
(女
性
子
供
比
な
ど
)の
確
か
ら
し
さ
は
？

▶
供
給
：
D
PC
調
査
の
公
開
デ
ー
タ
を
利
用

■
調
査
に
参
加
す
る
施
設
が
限
定
さ
れ
て
い
る

▶
20
0床
以
上
の
急
性
期
病
院
が
中
心

■
全
国
の
病
院
の
４
割

■
一
般
病
床
の
６
割
/ 退
院
患
者
の
８
割

■
集
計
結
果
か
ら
確
認
で
き
な
い
も
の

■
年
10
例
未
満
の
集
計
値
は
非
公
開

■
一

般
病

棟
以

外
に

転
棟

し
た

患
者

は
集

計
外

推
計
の
結
果
を
目
安
と
し
て

地
域
ご
と
に
課
題
と
解
決
策
を

考
え
、
共
有
化
す
る
こ
と
が
重
要

デ
ー
タ
に
基
づ
く
継
続
的
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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析
：
伏
見
班

乳
腺

悪
性

腫
瘍

手
術

の
将

来
推

計
(千

葉
県

)

N
D
B2
01
7手
術
推
計
-0
7胸
部
→
推
計
結
果
の
概
要
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第
４
回
N
D
Bオ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
(2
01
7)

×
社
人
研
推
計
人
口
(2
01
8)

減
少 ①
Ｎ
Ｄ
Ｂ
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

②
人
口
推
計

③
推
計
結
果

N
DB

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
を

利
用

し
た

診
療

行
為

数
の

推
計

32

自
院

と
地

域
の

今
後

に
つ

い
て

考
え

る

病
院

の
診

療
圏

・
機

能
と

戦
略
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地
域
医
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分
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伏
見
班
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運
転

時
間

に
よ

る
診

療
圏

(有
料

道
路

利
用

な
し

)

運
転
時
間
に
よ
る
診
療
圏
(H
27
D
PC
M
H
W
ra
/2
01
5)
→
 有
料
道
路
利
用
な
し
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15
分

3K
m
(生
活
圏
)

30
分

7K
m
患
者
の
過
半
数

60
分

15
Km
患
者
の
８
割

90
分
20
+K
m
(広
域
連
携
)

広
域
か
ら
の
患
者
の
受
け
入
れ
：
稀
少
疾
患
・
先
進
医
療

医
療
資
源
を
重
点
的
に
活
用
す
る
外
来
：
専
門
診
療

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
救
急
/急
性
期
入
院
の
機
能

機
能
の
実
現
に
必
要
な
人
員
の
確
保

デ
ー
タ
の
更
新
を

計
画
中
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転
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に
よ
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診

療
圏

(有
料

道
路

利
用

な
し

)

運
転
時
間
に
よ
る
診
療
圏
(H
27
D
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M
H
W
ra
/2
01
5)
→
市
区
町
村
別
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計
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病
院

の
概

要
/ 千

葉
大

学
医

学
部

附
属

病
院

厚
労
省
D
PC
調
査
(R
01
/2
01
9)
→
病
院
の
概
要
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D
PC
調
査
参
加
施
設
(2
01
9年
度
)

年
10
例
以
上
の
施
設
の
み

病
床
数
= 

症
例
数
/年
×
aL
O
S
÷
36
5日

赤
は
が
ん
関
連
の
傷
病
分
類

kb
is
hi
ka
w
a@
iu
hw
.a
c.
jp

Su
m
m
er
 S
em
in
ar
 2
02
2

：
地
域
医
療
分
析
：
伏
見
班

SW
O
T分

析

36

内
/外

の
環

境
要

因
か

ら
重

点
領

域
を

見
い

だ
す

。

SW
O
T分

析

外 部 環 境

＋
O
pp

or
tu

ni
ty

(機
会

)

③
維

持
/拡

大
①

積
極

的
攻

勢

－
Th

re
at

(脅
威

)

④
防

衛
/撤

退
②

差
別

化

－
W

ea
kn

es
s

( 弱
み

)

＋
St

re
ng

th
( 強
み

)

内
部

環
境

外 部 環 境

＋
シ

ェ
ア

は
高

い
が

…
小

規
模

市
場

で
の

リ
ー

ダ
ー

－
内

外
で

の
存

在
感

が
薄

い

手
強

い
競

争
相

手
が

い
る

－
＋

内
部

環
境



症
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数
と
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率
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大
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医

学
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病
院
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D
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査
(R
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→
病
院
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有
率
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手
術
な
し

手
術
あ
り

全
体

弱
み

強
み

③
維

持
/拡

大
①

積
極

的
攻

勢

機 会

④
防

衛
/撤

退
②

差
別

化

脅 威

胃

D
PC
調
査
参
加
施
設
(2
01
9年
度
)

年
10
例
以
上
の
施
設
の
み

肺
が

ん
/0

40
04

0
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地
域
医
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分
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：
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見
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D
PC
調
査
参
加
施
設
(H
28
年
度
)

年
10
例
以
上
の
施
設
の
み

厚
労
省
D
PC
調
査
(R
01
/2
01
9)
 ←
占
有
率
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弱
み

強
み

③
維

持
/拡

大
①

積
極

的
攻

勢

機 会

④
防

衛
/撤

退
②

差
別

化

脅 威

D
PC
調
査
参
加
施
設
(2
01
9年
度
)

年
10
例
以
上
の
施
設
の
み
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an
ag
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t と
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ャ
ッ

シ
ュ

の
回

し
方
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市
場

占
有

率

高
低

市 場 成 長 率

高
★

花
形

製
品

成
長

の
た

め
の

投
資

(利
益

?)

？ 問
題

児
広

告
/販

促
投

資
(←

 o
r ↓

)

低
＄

金
の

な
る

木
投

資
は

少
な

い
(安

定
的

資
金

源
)

× 負
け

犬
「

売
れ

な
い

」
(撤

退
? 合

理
化

?)

Pr
od

uc
tP

or
tf
ol
io
M

an
ag

em
en

t

市
場

占
有

率

高
低

市 場 成 長 率

高
キ

ャ
ッ

シ
ュ

を
使

う
(生

産
の

拡
大

)
キ

ャ
ッ

シ
ュ

を
使

う
(占

有
率

向
上

)

低
キ

ャ
ッ

シ
ュ

を
稼

ぐ

キ
ャ

ッ
シ
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